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  端 末 設 備 の 接 続 に 関 す る 法 規  
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「電気通信事業法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

（１）　電気通信事業法は、電気通信事業の公共性にかんがみ、その運営を適正かつ合理的なものとするとともに、その公正な競争を促進することにより、電気通信役務の円滑な提供を確保するとともに（　ア　）し、もって電気通信の健全な発達及び国民の利便の確保を図り、（　イ　）することを目的とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点×２＝１０点）

	　①　電気通信事業者間の格差を是正　　　②　その利用者の利益を保護

　③　電気通信に関する技術基準を制定　　④　公平な利用の確保

　⑤　国民経済の発展を増進　　　　　　　⑥　公共の福祉を増進

　⑦　電気通信事業の秩序を確保


（２）　電気通信役務とは、（　ウ　）他人の通信を媒介し、その他電気通信設備を他人の通信用に供することをいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　符号、音響又は影像により　　②　公共の福祉を増進するため

　③　有線又は無線により　　　　　④　電気通信設備を用いて


　（３）　端末設備の接続の技術基準は、これにより電気通信事業法に規定する三つの事項が確保されるものとして定められねければならないが、これらの事項のうち、二つについて述べた次の記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　電気通信回線設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすること。

　　　　Ｂ　通信の秘密を侵すことのないようにすること。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　利用者は、端末設備を電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者に当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は。この限りでない。

　　　　Ｂ　工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末設備若しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、総務省令で定める。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「工事担任者規則」（これに基づく告示を含む。）及び「有線電気通信法」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　利用者が端末機器を電気通信回線設備に接続する場合について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　技術基準適合認定を受けた端末機器をアダプタ式ジャック方式により電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者を要しない。

　　　　Ｂ　技術基準適合認定を受けた端末機器を第一種電気通信事業者が別に告示する方式により電気通信回線設備に接続するときは、工事担任者を要しない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　デジタル第３種工事担任者は、端末設備に収容される電気通信回線の数が１を超えるものをアナログ伝送路に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

Ｂ　デジタル第３種工事担任者は、自営電気通信設備に収容される電気通信回線の数が１のものをアナログ伝送路設備に接続するための工事を行うこと、又は監督することができない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


（３）　工事担任者が、その資格者証の再交付を受けられる場合に関する次の二つの記述は、（　ウ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　資格者証を破った場合

　　　　Ｂ　工事担任者の住所に変更を生じた場合

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　総務大臣は、有線電気通信法の施工に必要な限度において、（　エ　）を設置した者からその設備に関する（　オ　）を徴し、又はその職員に、その事務所、営業所、工場若しくは事業場に立入り、その設備若しくは帳簿書類を検査させることができる。　　（５点×２＝１０点）

	　①　電気通信回線設備　　②　有線電気通信設備　　③　自営電気通信設備

　④　意　見　　　　　　　⑤　報　告　　　　　　　⑥　記　録


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

Ａ　アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、専ら端末設備に接続する点においてアナログ信号又は電波を使用するものをいう。

　　　　Ｂ　応答とは、電気通信回線からの呼出しに応ずるための動作をいう。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　責任の分界に関する次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

　　　　Ｂ　分界点における接続の方式は、総務大臣が別に告示するもの又は端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から容易に切り離せるものでなければならない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に（　ウ　）及び絶縁耐力を有しなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　減衰器　　②　保安器　　③　接地抵抗　　④　絶縁抵抗


　（４）　通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な（　エ　）が発生することを防止する機能を備えなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　音響衝撃　　②　漏　話　　③　誘導雑音　　④　反響音


　（５）　絶対レベルとは、一の（　オ　）の１ミリワットに対する比をデシベルで表したものをいう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　実効電力　　②　最大電力　　③　皮相電力　　④　無効電力


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から、「端末設備等規則」に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　アナログ電話端末の基本的機能及び発信の機能に関する次の二つの記述は、（　ア　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき開き、通信が終了したとき閉じるものでなければならない。

　　　　Ｂ　アナログ電話端末は、発信に関する機能として自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてから３秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、電気通信回線からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっては、この限りでない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（２）　アナログ電話端末の押しボタンダイヤル信号の条件に関する次の二つの記述は、（　イ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　ミニマムポーズとは、隣接する信号間の休止時間の最大値をいう。

　　　　Ｂ　周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　通話の用に供しないアナログ電話端末の送出電力の許容範囲は、（　ウ　）キロヘルツごとに規定されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　１　　②　２　　③　４　　④　８　　


　（４）　アナログ電話端末の選択信号として使用する押しボタンダイヤル信号は、四つの低群周波数及び四つの高群周波数の中からそれぞれ、（　エ　）の組合せで規定されている。　　（５点）

	　①　低群周波数一つと高群周波数一つ　　②　低群周波数一つと高群周波数二つ

　③　低群周波数二つと高群周波数一つ　　④　低群周波数二つと高群周波数二つ


　（５）　アナログ電話端末の直流回路の電気的条件等に関する次の二つの記述は、（　オ　）。（５点）

　　　　Ａ　アナログ電話端末は、電気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。

　　　　Ｂ　直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、４メガオーム以上でなければならない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


解答

第１問（ア）②　（イ）⑥　（ウ）④　（エ）①　（オ）③

第２問（ア）①　（イ）③　（ウ）①　（エ）②　（オ）⑤

第３問（ア）②　（イ）③　（ウ）④　（エ）①　（オ）③

第４問（ア）②　（イ）②　（ウ）③　（エ）①　（オ）①

